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本ガイドの目的 
本ガイドは Red Hat Enterprise 7 以降の Linuxバージョンの導入ガイドです。バージョン 7以降で
コマンドが若干変わったことによる部分について言及しています。 
 
Linuxサーバーはオンプレミスの IBM Dominoサーバーとしての利用に留まらず、IBM Smarter 
Cloud Notes / IBM Verse とのハイブリッド構成の際のパススルーサーバーとしての需要も増えつつ
あります。ハイブリッド構成の場合、パススルーサーバーはほとんどの企業が新規構築する必要にな

りますが、比較的パススルーサーバーを載せる筐体として安価で提供されるからです。（ハイブリッ

ド構成における Dominoパススルーサーバーは 2017年 6月現在ライセンス費用が必要ありません） 
よって本ガイドではパススルーサーバーの構築を目的として作成されていますが、勿論設定を変えれ

ばメールサーバーやアプリサーバーとして構築することも可能です。 
 

注意事項 
l 本資料の記載内容は、日本アイ・ビー・エム株式会社の正式なテストやレビューを受けており

ません。内容についてできる限り正確を期すよう努めておりますが、いかなる明示または暗黙

の保証も責任も負いかねます。当資料は正式なマニュアルをはじめとするドキュメントの補完

資料として参照してください。本資料の情報は、使用先の責任において使用されるべきもので

あることを予めご了承ください。 
l 掲載内容は不定期に変更されることもあります。他のメディア等に無断で転載することはご遠

慮ください。 
l 本資料の著作権は日本アイ・ビー・エムにあります。自由に使用しても構いませんが、この資

料を教材として販売するなど直接的な営利活動目的での使用は禁止します。 
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1. 構築前の準備 
 環境の準備 
前提条件 

本環境は以下で構成されます。 

OS：    Red Hat Enterprise Linux 7.2 

Domino：   9.0.1 FP 6 

Language：   English 

プログラムディレクトリ：  /opt/ibm/domino 

データディレクトリ：  /local/notesdata 

インストーラー配置ディレクトリ： /tmp1 

ルートユーザー：   root 

Domino実行ユーザー：  notes 

 

実施する稼働環境を確認してください。 

IBM Domino 9.0.1 Social Edition Detailed System Requirements 

http://www-969.ibm.com/software/reports/compatibility/clarity-

reports/report/html/softwareReqsForProduct?deliverableId=1351622732112&osPlatform=Linux 

 
 インストーラーの準備 
インストーラーを入手します。 

対応するパーツ番号のインストーラーをダウンロードしてください。 

(参考)IBM Notes/Domino 9.0.x Social Edition のダウンロードについて 

http://www-01.ibm.com/support/docview.wss?uid=swg21635259 

 

(参考)IBM Notes/Domino 9.0.1 の Fix Pack のダウンロードについて 

http://www-01.ibm.com/support/docview.wss?uid=swg21671550 

 

今回使用したインストーラーは以下になります。 

 プラットフォー

ム 

パーツ番

号 

モジュール名 

IBM Domino サーバー Linux (xSeries/64 bit) CIQ7ZEN DOMINO_9.0.1_64_BIT_LIN_XS_EN.tar 

日本語版 

ランゲージパック 

AIX 

Linux (xSeries) 

Linux (System z) 

CITI4JA Do_9.0.1_LP_AIX_Lix_JA.tar 

9.0.1 Fix Pack 6 (FP6)  CRZ0TEN domino901FP6_linux64_x86.tar 
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 インストーラーの解凍 
インストーラーを一時ディレクトリに保存し、解凍します。 

 
インストーラーは解凍した際に同一名称のディレクトリの場合があります。解凍する毎にディレクト

リの名称変更を行ってください。 

※もし解凍後が同一名称のディレクトリの場合、インストーラーが上書きされる可能性があります。 
[root@wide24 tmp1] # tar –xvf DOMINO_9.0.1_64_BIT_LIN_XS_EN.tar /解凍 
………… 
 
[root@wide24 tmp1] # ls    /tmp1 ディレクトリの情報を表示 
DOMINO_9.0.1_64_BIT_LIN_XS_EN.tar domino901FP6_linux64_x86.tar 
Do_9.0.1_LP_AIX_Lix_JA.tar  linux64 
 
[root@wide24 tmp1] # mv linux64 Domino901 /ディレクトリ名変更 
[root@wide24 tmp1] # ls  
DOMINO_9.0.1_64_BIT_LIN_XS_EN.tar domino901FP6_linux64_x86.tar 
Do_9.0.1_LP_AIX_Lix_JA.tar  Domino901 
 

例えば 9.0.1FP6の場合、Dominoサーバーの解凍後のディレクトリと Fix Pack6の解凍後のディレ

クトリは同一名の linux64ディレクトリでした。 

 

同様にランゲージパックと Fix Packの解凍を行います。ディレクトリ名は適宜変更してください。 
[root@wide24 tmp1] # tar –xvf Do_9.0.1_LP_AIX_Lix_JA.tar /解凍 
[root@wide24 tmp1] # tar –xvf domino901FP6_linux64_x86.tar /解凍 

 

本ガイドでは、解凍後のディレクトリパスは以下の通り作成します。 

 ディレクトリパス 

Dominoサーバーインストーラー /tmp1/Domino901 

日本語版ランゲージパック /tmp1/Domino901_LP 

Fix Pack /tmp1/Domino901_FP6 

 
 Domino 起動ユーザーの作成 

Domino起動用にユーザーを作成します。 

本ガイドでは一番簡単な方法で作成しますが、適宜 IDや権限等を指定してください。 
[root@wide24 tmp1] # useradd notes   /notes ユーザー作成 
[root@wide24 tmp1] # passwd notes   /notes ユーザーのパスワードを設定 
 password:     /パスワードを入力します 

 



IBM Domino 9.0.1 導入ガイド ～Linux 編～ 

5 
 

2. Domino サーバーのインストール 
 Domino サーバーのインストール 

rootユーザーで Dominoサーバーのインストールを実施します。 

ディレクトリを移動して、インストールを実行します。 
[root@wide24 tmp1] # cd Domino901/domino  /domino ディレクトリへ移動 
[root@wide24 domino] # pwd    /現在のディレクトリパスを確認します 
/tmp1/Domino901/domino 
[root@wide24 domino] # ls    /ディレクトリの内容を確認します 
eclipsemodssrc.zip mozillamodssrc.zip tools 
install  remote_script unix_response.dat 
[root@wide24 domino] # ./install    /インストールを実行します 

 
2.1.1. GUIインストールの場合 
インストールウィンドウが立ち上がります。[Next]をクリックします。 
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[●使用条件の条項に同意します]を選択します。 

 
パーティションサーバーの場合のみチェックします。本ガイドではチェックを入れずに[Next]をクリ

ックします。 
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Dominoプログラムディレクトリを指定します。本ガイドではデフォルトの/opt/ibm/dominoで設定

します。 

 
Dominoデータディレクトリを指定します。本ガイドではデフォルトの/local/notesdataで設定しま

す。 
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Dominoサーバーを実行するユーザーとグループを指定します。本ガイドではユーザーは notes、グ

ループは notesで実行します。rootユーザーは指定しないでください。 

 
 

セットアップの種類を選択します。本ガイドでは[Manual]を選択します。 
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使用するサーバーの種類を選択します。本ガイドでは[Domino Enterprise Server]を選択します。 

 
インストール内容を確認し、[Next]をクリックします。 
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インストールが開始されます。 

 
[OK]をクリックしてインストールを終了します。 
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2.1.2. コマンドラインによるインストールの場合 
rootユーザーで Dominoサーバーのインストールを実施します。 

ディレクトリを移動して、インストールを実行します。 

 

グラフィックモードを選択するか聞かれた場合は、noと入力します。 
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使用条件を確認します。 

 

パーティションサーバーを使わない場合は 0を押します。 

 

プログラムディレクトリを入力します。本ガイドはデフォルトのまま進みます。 

 

本ガイドはパーティションサーバーにしないので、noのまま進みます。 
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データディレクトリを入力します。本ガイドはデフォルトのまま進みます。 

 

Dominoを起動するユーザー名とグループ名を入力します。 

 

もしユーザーもしくはグループが作成されていない場合は以下のように警告が出ます。 

 
セットアップ方法を選択します。Manualで進みます。 
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インストールする Dominoサーバーの種類を選択します。本ガイドは Domino Enterprise Serverを

選択します。 

 

インストール情報を確認します。 
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インストールが開始されます。 

 

インストールが完了しました。 

 

 

 
 Language Pack のインストール 

rootユーザーで日本語版ランゲージパックのインストールを実施します。 

ディレクトリを移動して、インストールを実行します。 
[root@wide24 tmp1] # cd Domino901_LP/domino  /ランゲージパックディレクトリへ移動 
[root@wide24 domino] # pwd    /現在のディレクトリパスを確認します 
/tmp1/Domino901_LP 
[root@wide24 ddomino] # ls    /ディレクトリの内容を確認します 
AIXDomLP901_CONSOLE DomLP901_W32.EXE DomLP901_ja.jar LPSilent.ini  
ZLNXDomLP901_GUI AIXDomLP901_GUI DomLP901_W64.EXE 
LNXDomLP901_CONSOLE Readme.txt  DomLP901_Suite.jar 
DomLP901_iSeries.EXE LNXDomLP901_GUI ZLNXDomLP901_CONSOLE 
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本ガイドでは 64bit版が対象です。日本語ランゲージパックの導入時に展開される java は 32bit 版

のため、64bit環境にインストールをしようとした場合、インストール処理が途中で中断されてしま

います（その際、エラーも表示されません）。日本語ランゲージパックを正しく導入するためには

32bitの各種パッケージを導入する必要があります。詳細は以下 URLをご参照ください。 

 

技術情報(FAQs)：Linux 版 IBM Domino 9.0 64-bit に日本語ランゲージパックが適用できない 

(Technote #1660251) 

http://www-01.ibm.com/support/docview.wss?uid=swg21660251 

 
2.2.1. GUIインストールの場合(64bit版) 
プログラムディレクトリに移動し、ランゲージパックを起動します。 
[root@wide24 tmp1] # cd /opt/ibm/domino/notes/latest/linuxjvm/bin/  /ディレクトリ移動 
[root@wide24 bin] # ./java –cp /tmp1/Domino901_LP/DomLP901_Suite.jar:/tmp1/Domino901_LP/DomLP901_ja.jar 
run  

 

[次へ]をクリックします 
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使用条件に同意して、[次へ]をクリックします。 

 
 

ランゲージパックをインストールするプログラムディレクトリを指定します。 

本ガイドではデフォルトの「/opt/ibm/domino」を指定します。 
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Dominoサーバーは既にインストールしているので、[いいえ]を選択します。 

 
プログラムディレクトリとデータディレクトリが正しいか確認します。 
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インストールタイプを指定します。本ガイドでは[ランゲージパックの置き換え]を選択します。 

 
 

Dominoサーバーのバージョンの確認をして、[次へ]をクリックします。 
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インストールするランゲージを指定します。[日本語]のままにします。 

 
 

インストール情報を確認して[次へ]をクリックします。 
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インストールが開始されます。 

 
 

ランゲージパックのインストールが完了しました。 
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2.2.2. コマンドラインによるインストールの場合(64bit版) 
プログラムディレクトリに移動し、ランゲージパックを起動します。GUIインストールとコマンド

が異なるので注意してください。 
[root@wide24 tmp1] # cd /opt/ibm/domino/notes/latest/linuxjvm/bin/  /ディレクトリ移動 
[root@wide24 bin] # ./java –cp /tmp1/Domino901_LP/DomLP901_Suite.jar:/tmp1/Domino901_LP/DomLP901_ja.jar 
run -console 

 

インストーラーが開始されます。数字を押して Enterで進みます。 

 

 

ランゲージパックをインストールするプログラムディレクトリを指定します。 

本ガイドではデフォルトの「/opt/ibm/domino」を指定します。 
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Dominoサーバーは既にインストールしているので、[N]を選択します。 

 

 

プログラムディレクトリとデータディレクトリが正しいか確認します。 

 

 

インストールタイプを指定します。本ガイドでは[ランゲージパックの置き換え]を選択します。 
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インストールしたサーバーの確認が走ります。 

 

 

Dominoサーバーのバージョン等の確認をします。 

 

インストールするランゲージを指定します。[日本語]を選択します。 
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追加するコンポーネントを選択します。デフォルトの全て選択されたままで問題ありません。 
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インストールの確認をします。 

 

 

ランゲージパックのインストールは終了しました。 

 

 
2.2.3. 所有者の変更(64bit版) 

2.2でも取り上げた技術情報によれば以下のようにあります。 

技術情報(FAQs)：Linux 版 IBM Domino 9.0 64-bit に日本語ランゲージパックが適用できない 

(Technote #1660251) 

http://www-01.ibm.com/support/docview.wss?uid=swg21660251 

「ただし、この方法で導入した場合、djxadmin.ntf、djxdd.ntf、djxmail9.ntf、djxmstr.ntf の所有者が root 

に設定されてしまうため、導入後、chown コマンドでこれらのファイルの所有者を IBM Domino 起動ユーザ

ーに変更してください。」 

 

/local/notedata ディレクトリで権限を確認すると「root」グループの「root」ユーザーに所有権があ

ることがわかります。 

 

 



IBM Domino 9.0.1 導入ガイド ～Linux 編～ 

30 
 

Dominoサーバーを実行するのは notesユーザーなので、所有者の変更を行います。本ガイドでは起

動ユーザーは「notes」グループの「notes」ユーザーを使用します。 
[root@wide24 tmp1] # cd /local/notesdata     /ディレクトリ移動 
[root@wide24 notesdata] # ls –l djxadmin.ntf djxdjxdd.ntf djxmail9.ntf djxmstr.ntf   /権限確認 
[root@wide24 notesdata] # chown notes:notes djxadmin.ntf djxdjxdd.ntf djxmail9.ntf djxmstr.ntf  /権限変更 

 

最後に ls –lで権限を確認してください。以下のようになっていれば成功です。 

 

 
2.2.4. 32bit版のインストールの場合 
本ガイドは 64bit版が対象ですが、参考までに 32bit版を導入する際は以下で実施してください。 
[root@wide24 tmp1] # cd Domino901_LP/domino  /ランゲージパックディレクトリへ移動 
[root@wide24 domino] # pwd    /現在のディレクトリパスを確認します 
/tmp1/Domino901_LP 
[root@wide24 ddomino] # ls    /ディレクトリの内容を確認します 
AIXDomLP901_CONSOLE DomLP901_W32.EXE DomLP901_ja.jar LPSilent.ini  
ZLNXDomLP901_GUI AIXDomLP901_GUI DomLP901_W64.EXE 
LNXDomLP901_CONSOLE Readme.txt  DomLP901_Suite.jar 
DomLP901_iSeries.EXE LNXDomLP901_GUI ZLNXDomLP901_CONSOLE 
[root@wide24 ddomino] # ./LNXDomLP901_GUI  /ランゲージパックを実行します(GUI の場合) 
      /(コンソールの場合は”_CONSOLE”) 

 
 Fix Pack のインストール 

rootユーザーで Fix Packのインストールを実施します。 

ディレクトリを移動して、インストールを実行します。 
[root@wide24 tmp1] # cd Domino901_FP6/domino  /ランゲージパックディレクトリへ移動 
[root@wide24 domino] # pwd    /現在のディレクトリパスを確認します 
/tmp1/Domino901_FP6/domino 
[root@wide24 domino] # ls    /ディレクトリの内容を確認します 
MANIFEST hotfix_license.txt linux64.dat  script.dat  tools 
README install  nuish.err  sets 
[root@wide24 domino] # ./install    /インストールを実行します。 
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2.4.1. インストール 
インストールが開始されます。TABキーを押して進んでください。 

 

 

ライセンス条項があります。いずれかのキーを押して進んでください。 
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ライセンスの確認があります。問題なければ TABキーで進んでください。 

 

 

インストール情報の確認があります。問題なければ TABキーで進んでください。 

 

 

 



IBM Domino 9.0.1 導入ガイド ～Linux 編～ 

33 
 

インストールが走り、successfullyになれば成功です。 

 

 
2.4.2. インストールエラー例 
インストール実行時、NUI_NOTESDIRが異なっているとエラーが出ることがあります。 

これは Fix Pack6で設定されているデフォルトのプログラムディレクトリパスがあるからです。 

本ガイドでは Fix Packのデフォルトの/opt/ibm/lotusではなく、/opt/ibm/dominoに配置したので変

更を行います。 

 

 
[root@wide24 domino] # pwd    /現在のディレクトリパスを確認します 
/tmp1/Domino901_FP6/domino 
[root@wide24 domino] # export NUI_NOTESDIR=/opt/ibm/domino /プログラムディレクトリを指定します。 
[root@wide24 domino] # ./install    /インストールを実行します。 

 

Technote (FAQ): Domino 7.x and 8.x fix packs for the z/Linux platform require NUI_NOTESDIR 

http://www-01.ibm.com/support/docview.wss?uid=swg21279101 

Technote(トラブルシューティング) ： (参考) Fix Pack など差分インストールでのアップグレードでエラーが

発生する 



IBM Domino 9.0.1 導入ガイド ～Linux 編～ 

34 
 

http://www-01.ibm.com/support/docview.wss?uid=swg21590253 

 
3. セットアップ 

 GUI の場合 
セットアップを実施します。 

この際、rootユーザーから notesユーザーに切り替えてください。 

GUIの場合、Dominoサーバーの起動はデスクトップアイコン、もしくはアプリケーションメニュー

から実行可能です。 

 

セットアップに進みます。 
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本ガイドではパススルーサーバーを構築する為、「最初のサーバーかスタンドアロンサーバーのセッ

トアップ」を選択します。 

 

 

サーバー名とサーバータイトルを入力します。 
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既存の認証者 IDファイルがある場合は選択します。 

 

 

ドメイン名を入力します。 

ハイブリッド構成用のパススルーサーバーを作成する場合は組織で使用しているドメインとは別ドメ

インを入力します。 
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管理者を指定します。組織で使用している管理者 IDがある場合は指定します。 
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有効にするサービスを選択します。ハイブリッド構成用のパススルーサーバーの場合は、インターネ

ットサービスの設定は必要ありません。 

 

ホスト名の確認をします。 

ハイブリッド構成用のパススルーサーバーの場合は、TCP/IPが暗号化・圧縮にチェックが入ってい

るか確認してください。 
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Dominoサーバーのセキュリティを指定します。 

 

 

セットアップの確認を行い、セットアップを実行します。 
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3.1.1. GUIセットアップ画面が進まない場合 
GUIインストールの場合、何らかの理由でセットアップが中断された場合等に Domino起動ウィン

ドウから先に進まない場合があります。 

 
 

この場合、起動ウィンドウの背面に「前回のセットアップ設定プロンプト」が出現している可能性が

あります。 

コンソールウィンドウを表示している場合は一旦、最小化して起動画面の後ろをマウスカーソルでド

ラッグ・アンド・ドロップすると、「前回のセットアップ設定プロンプト」が表示されます。 
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 リモートセットアップを使用した場合 
以下のコマンドを実行し、Dominoサーバーを listenモードで起動します。 
[notes@wide24 tmp1] # cd /local/notesdata   /データディレクトリへ移動 
[notes@wide24 notesdata] # /opt/ibm/domino/bin/server –listen /listen モード起動 

 

リモートサーバーセットアップを実施する場合、IBM Domino Administratorのインストール時に

Remote Server セットアップ をインストールします。 

 

スタートメニューから起動します。 

※本クライアント環境はWindows Server2012の例です。 
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まずサーバーのホストアドレスに対して Pingを実行します。 

 

 

接続が成功すると以下のように表示されます。 

 
 

セットアップに進みます。 
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本ガイドではパススルーサーバーを構築する為、「最初のサーバーかスタンドアロンサーバーのセッ

トアップ」を選択します。 

 
 

サーバー名とサーバータイトルを入力します。 
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既存の認証者 IDファイルがある場合は選択します。 

 
 

認証者 IDを選択します。 

 

認証者 IDのパスワードを入力します。 
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ドメイン名を入力します。 

ハイブリッド構成用のパススルーサーバーを作成する場合は組織で使用しているドメインとは別ドメ

インを入力します。 

 
 

管理者を指定します。組織で使用している管理者 IDがある場合は指定します。 
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有効にするサービスを選択します。 

ハイブリッド構成用のパススルーサーバーの場合は、インターネットサービスの設定は必要ありませ

ん。 
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ホスト名の確認をします。 

 
ハイブリッド構成用のパススルーサーバーの場合は、TCP/IPが暗号化・圧縮にチェックが入ってい

るか確認してください。 
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Dominoサーバーのセキュリティを指定します。 

 
 

IDファイルのコピーを作成する場合はチェックを入れます。 
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セットアップの確認を行います。 

 
 

セットアップが終了しました。 
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4. 自動起動スクリプトの作成 
OSの起動に合わせて Dominoサーバーを起動したい場合、Windows版 Dominoサーバーであれば

サービスとして起動させることで実現可能です。しかしWindows Serverのサービス等と違い、

Linux環境ではスクリプトを使用して自動起動・自動停止を実行する必要があります。 

Red Hat Enterprise Linux 7(以降、RHEL7)以前は/etc/rc.d/init.d/にある initスクリプトを使用して

自動起動・自動停止をしていましたが、RHEL7以降では initスクリプトはサービスユニットと呼ば

れる「ファイル拡張子.service」で実行することが可能です。 

 

サポート > 製品マニュアル > Red Hat Enterprise Linux  >  7  >  システム管理者のガイド >  8.2. シス

テムサービスの管理 
「以前のバージョンの Red Hat Enterprise Linux は SysV init または Upstart と配布されており、

/etc/rc.d/init.d/ にある init スクリプト を使用していました。これらの init スクリプトは通常 Bash で

書かれており、システム管理者がシステムの状態とシステム内のデーモンを管理できるようになっていまし

た。Red Hat Enterprise Linux 7 では、これらの init スクリプトは、サービスユニット に代わっています。  

サービスユニットは、ファイル拡張子.service で終わり、init スクリプトと同様の目的を果たします。システ

ムサービスの表示、開始、停止、再開、有効化、無効化には、表 8.3「service ユーティリティーと systemctl 

の比較」、表 8.4「chkconfig ユーティリティーと systemctl の比較」、および以下のセクションで説明され

ているように、systemctl コマンドラインを使用します。service および chkconfig はシステム内で利用可能

でまだ機能しますが、これらは互換性のために含まれており、使用の回避をお勧めします。 」 

https://access.redhat.com/documentation/ja-

JP/Red_Hat_Enterprise_Linux/7/html/System_Administrators_Guide/sect-

Managing_Services_with_systemd-Services.html 

 
 Domino 起動停止スクリプト例 
起動停止用のスクリプト例です。本ガイドでは viでファイルを作成します。 
[notes@wide24 tmp1] #vi /opt/ibm/domino/bin/domino_script 
start() { 

echo -n "Starting domino: " 
cd /local/notesdata 
/opt/ibm/domino/bin/server > /dev/null 2>& 

} 
stop() { 

echo -n "Stopping domino: " 
cd /local/notesdata 
/opt/ibm/domino/bin/server -q  > /dev/null 2>&1 
exit 0 

} 
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 サービスの作成 
Domino自動起動用 Systemdを作成します。 
[notes@wide24 tmp1] #vi /etc/systemd/system/domino.service 
[Unit] 
Description=IBM Domino Server 
Documentation=http://www-947.ibm.com/support/entry/portal/product/lotus/ibm_notes 
After=syslog.target network.target 
 
[Service] 
Type=simple 
User=notes 
LimitNOFILE=60000 
ExecStart=/opt/ibm/domino/bin/domino_script start 
ExecStop=/opt/ibm/domino/bin/domino_script stop 
TimeoutSec=300 
KillMode=process 
RemainAfterExit=yes 
 
[Install] 
WantedBy=multi-user.target 

 

IBM Notes and Domino wiki > Community Articles > Lotus Domino > Starting and Stopping Domino -with- 

the Server OS automatically with system 

https://www-10.lotus.com/ldd/dominowiki.nsf/dx/Starting_and_Stopping_Domino_-with-

_the_Server_OS_automatically_with_systemd 

 

最後に作成した domino.serviceを起動します。 
[root@wide24 tmp1] #systemctl enable domino.service 

 

 

以上 


